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市
内
に
は
成
田
市
が
所
有
管
理
す
る
公
共
施
設
が
数
多
く
あ
り
、
そ
の
種
類
も

形
態
も
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
、
こ
れ
ら
の
管
理
業
務

を
積
極
的
に
請
け
負
う
こ
と
で
組
織
の
目
的
で
も
あ
る
「
地
域
社
会
へ
の
貢
献
」

を
果
た
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
公
共
施
設
管
理
で
活
躍
す
る
シ
ル
バ
ー
会
員
を
ご

紹
介
し
ま
す
。

小
規
模
業
務
を
シ
ル
バ
ー
で

　
全
国
各
地
の
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

で
は
、
国
の
高
年
齢
者
就
業
機
会
確
保
事

業
に
よ
り
行
政
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
形
の
支

援
を
受
け
て
い
ま
す
。
本
セ
ン
タ
ー
も
成

田
市
よ
り
資
金
面
の
援
助
の
ほ
か
公
共
施

設
管
理
で
も
多
く
の
就
業
機
会
の
提
供
を

受
け
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
成
田
市
が
所
有
管
理
す
る
公
共

施
設
は
建
物
だ
け
で
な
く
公
園
や
道
路
な

ど
多
種
多
様
で
、
こ
れ
ら
に
付
随
す
る
管

理
業
務
の
量
も
相
当
数
に
の
ぼ
り
ま
す
。

ま
た
、
そ
の
規
模
も
大
小
さ
ま
ざ
ま
で
、

ト
イ
レ
の
清
掃
や
通
路
の
掃
き
掃
除
な
ど

少
人
数
で
短
時
間
の
就
労
で
済
む
小
規
模

の
管
理
業
務
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　
こ
う
し
た
業
務
は
営
利
を
目
的
と
す
る

民
間
の
事
業
形
態
に
合
わ
な
い
も
の
も
多

く
、
本
セ
ン
タ
ー
で
は
そ
れ
ら
を
中
心
に

市
か
ら
管
理
業
務
を
受
託
し
て
い
ま
す
。

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
を
活
用
し
た

公
共
施
設
管
理
は
、
高
齢
者
雇
用
の
拡
大

に
つ
な
が
る
だ
け
で
な
く
、
経
費
節
減
の

面
か
ら
も
大
き
な
効
果
が
見
込
め
る
た
め
、

今
後
も
市
か
ら
の
業
務
委
託
は
増
加
す
る

こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

公
共
業
務
に
約
２
４
，０
０
０
人

　

本
セ
ン
タ
ー
が
、
昨
年
度
成
田
市（
13

課
）や
市
が
関
係
す
る
団
体
か
ら
受
託
し

た
施
設
管
理
業
務
は
35
件
で
、
こ
れ
ら
に

単
発
の
業
務
と
な
る
公
共
用
地
の
除
草
や

小
中
学
校
な
ど
の
除
草
お
よ
び
植
木
剪
定

な
ど
を
加
え
る
と
、
就
業
延
人
員
は
２
４
，

1
8
1
人
と
な
り
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

公
共
施
設
管
理

働
く
こ
と
で
地
域
社
会
へ
貢
献

中郷公民館での窓口業務駅前通りでの清掃業務
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タ
ー
全
体
の
就
業
延
人
員
の
54
・
３
%
に

も
上
り
ま
す
。
ま
た
契
約
金
額
で
も
全
体

の
43
・
2
%
を
占
め
て
い
ま
す
。（
左
表
参

照
）

　
シ
ル
バ
ー
会
員
の
仕
事
と
い
え
ば
植
木

剪
定
や
除
草
が
中
心
と
思
わ
れ
が
ち
で
す

が
、
左
表
を
見
れ
ば
分
か
る
よ
う
に
こ
れ

ら
の
業
務
が
含
ま
れ
る
「
一
般
家
庭
」
の

割
合
は
、
就
業
人
員
も
契
約
金
額
も
全
体

の
2
割
前
後
で
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
本
セ

タ
ー（
受
付
・
清
掃
）、
美
郷
台
地
区
会
館

（
受
付
他
）、
勤
労
会
館（
受
付
）、
保
健
福

祉
館（
受
付
）、
中
台
体
育
館（
見
回
り
等
）、

大
谷
津
運
動
公
園（
清
掃
）、
三
里
塚
記
念

公
園
防
空
壕
・
貴
賓
館（
見
回
り
・
清
掃
）、

滑
河
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル（
清
掃
）な
ど

で
主
に
窓
口
業
務
や
清
掃
業
務
の
一
部
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
道
路
を
含
む
施
設
関
係
の
管
理
で
は
、

JR
・
京
成
成
田
駅
お
よ
び
京
成
公
津
の
杜

駅
周
辺
道
路
と
通
路（
清
掃
）、
JR
・
京
成

成
田
駅
エ
レ
ベ
ー
タ
、
エ
ス
カ
レ
ー
タ

（
運
行
管
理
）、
成
田
市
場（
保
守
）、
成
田

霊
園（
清
掃
）、
駅
周
辺
駐
輪
場（
整
理
・

受
付
・
清
掃
）、
北
羽
鳥
多
目
的
広
場（
清

掃
）、
下
総
運
動
公
園（
清
掃
）、
駅
周
辺

ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク
と
喫
煙
所（
清
掃
）な
ど

が
あ
り
ま
す
。

　
市
の
公
共
施
設
は
本
セ
ン
タ
ー
が
部
分

的
に
管
理
す
る
も
の
だ
け
で
こ
れ
だ
け
の

数
に
上
り
ま
す
。

豊
富
な
社
会
経
験
を
活
か
す

　
公
共
施
設
管
理
は
、
高
齢
者
の
就
業
確

保
と
働
く
こ
と
で
地
域
社
会
へ
貢
献
す
る

こ
と
を
主
な
目
的
と
す
る
シ
ル
バ
ー
事
業

に
と
っ
て
最
適
の
業
務
と
い
え
ま
す
。
市

の
施
設
で
就
業
し
、
そ
こ
で
市
民
に
対
す

る
サ
ー
ビ
ス
業
務
を
行
う
こ
と
は
、
正
に

「
地
域
社
会
へ
の
貢
献
」
そ
の
も
の
で
あ

る
か
ら
で
す
。
特
に
、
公
民
館
な
ど
の
受

ン
タ
ー
に
と
っ
て
公
共
施
設
は
大
変
重
要

な
就
業
先
と
い
え
ま
す
。

管
理
施
設
も
多
種
多
様

　
公
共
施
設
管
理
に
は
建
物
の
中
で
受
付

な
ど
の
業
務
を
行
う
も
の
と
、
道
路
や
公

園
と
い
っ
た
屋
外
で
業
務
を
行
う
も
の
が

あ
り
ま
す
。

　
建
物
関
係
の
管
理
と
し
て
は
、
市
内
各

公
民
館（
受
付
）、
赤
坂
ふ
れ
あ
い
セ
ン

付
業
務
に
つ
い
て
は
、
会
員
の
豊
富
な
社

会
経
験
を
活
か
す
こ
と
の
出
来
る
仕
事
で
、

多
く
の
会
員
が
就
業
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
シ
ル
バ
ー
事
業
は
高
齢
者
の
就

業
に
よ
る
生
き
が
い
づ
く
り
を
、
主
な
目

的
と
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
本
セ
ン

タ
ー
で
は
、
た
と
え
少
人
数
で
短
時
間
の

就
労
で
も
就
業
す
る
会
員
が
い
れ
ば
市
等

か
ら
の
業
務
依
頼
に
応
え
て
い
ま
す
。

さ
ま
ざ
ま
な
研
修
を
実
施

　
経
験
豊
富
な
シ
ル
バ
ー
会
員
と
い
っ
て

も
公
共
の
施
設
で
働
く
以
上
、
市
民
か
ら

は
市
職
員
と
同
等
の
対
応
が
求
め
ら
れ
ま

す
。
そ
こ
で
本
セ
ン
タ
ー
で
は
会
員
の
接

遇
研
修
や
技
能
研
修
を
行
う
こ
と
で
市
民

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
そ
の
他
に
も
会
員
自
身
が
学
習
し
、
業

務
に
活
か
し
て
い
る
施
設
も
あ
り
ま
す
。

次
項
で
は
会
員
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
施
設

案
内
を
行
っ
て
い
る
三
里
塚
記
念
公
園
の

事
例
を
紹
介
し
ま
す
。

公共事業
24,181人
54.3%

公共事業
101,705千円
43.2%

民間事業
14,576人
32.7%

民間事業
79,040千円
33.6%

一般家庭
5,814人
13.0%

一般家庭
54,719千円
23.2%

発注者別就業延人員

発注者別契約合計金額

AED講習会

駅前通りでの清掃業務下総運動公園での清掃業務
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公
園
内
に
歴
史
的
建
造
物

　
「
防
空
壕
及
び
貴
賓
館
の
管
理
」。
こ
れ

は
本
セ
ン
タ
ー
が
成
田
市
公
園
緑
地
課
か

ら
委
託
を
受
け
て
い
る
管
理
業
務
の
件
名

で
す
。
両
方
と
も
三
里
塚
記
念
公
園
の
中

に
あ
る
施
設
で
あ
り
、
通
常
の
公
園
に
は

ま
ず
有
り
得
な
い
建
造
物
で
す
が
、
こ
れ

に
は
こ
の
場
所
の
歴
史
が
深
く
関
わ
っ
て

い
ま
す
。

　
現
在
公
園
と
し
て
整
備
さ
れ
て
い
る
場

所
は
、
明
治
時
代
に
開
設
さ
れ
た
宮
内
庁

下
総
御
料
牧
場
の
跡
地
で
、
貴
賓
館
は
各

国
大
公
使
を
招
い
て
の
園
遊
会
や
皇
族
の

宿
舎
と
し
て
使
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、

防
空
壕
に
つ
い
て
は
詳
し
い
資
料
は
な
い

も
の
の
、
戦
時
下
に
皇
太
子（
現
上
皇
）の

避
難
施
設
と
し
て
作
ら
れ
た
と
さ
れ
る
謎

の
多
い
建
造
物
で
す
。

　
昭
和
44
年
、
成
田
空
港
建
設
に
伴
う
御

料
牧
場
の
移
転
を
機
に
、
事
務
所
跡
地
の

約
3
万
㎡
を
成
田
市
が
公
園
と
し
て
整
備

し
た
も
の
で
、
防
空
壕
と
貴
賓
館
に
つ
い

て
は
平
成
23
年
よ
り
現
在
の
よ
う
な
形
に

よ
る
一
般
開
放
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

一
部
を
シ
ル
バ
ー
で
管
理

　
広
い
敷
地
内
に
は
、
三
里
塚
御
料
牧
場

記
念
館（
資
料
館
）を
中
心
に
、
記
念
碑
や

銅
像
な
ど
多
く
の
建
物
等
が
あ
り
ま
す
が
、

三
里
塚
記
念
公
園

公
共
施
設
管
理

　
貴
賓
館
は
当
初
下
総
牧
羊
場
の
官
舎

と
し
て
現
在
の
富
里
市
両
国
に
建
て
ら

れ
ま
し
た
が
、
明
治
21
年
、
牧
羊
場
が

取
香
種
畜
場
と
合
併
し
て
「
宮
内
庁
下

総
御
料
牧
場
」
と
改
称
さ
れ
三
里
塚
に

移
っ
た
と
き
一
緒
に
移
築
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
大
正
8
年
に
内
部
を
大
改
装

し
、
室
内
装
飾
に
は
洋
風
を
取
り
入
れ

る
な
ど
和
洋
折
衷
様
式
の
建
物
と
し
て

生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。
明
治
中
期
の

建
築
物
と
し
て
大
変
貴
重
な
も
の
で
、

中
で
も
ギ
リ
シ
ャ
風
の
ホ
ー
ル（
北
側

か
ら
見
学
可
能
）は
貴
賓
館
に
ふ
さ
わ

し
い
豪
華
さ
を
誇
っ
て
い
ま
す
。

　
防
空
壕
に
つ
い
て
は
正
式
な
資
料
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
地
元
の
人
の
話
や
建

設
を
担
当
し
た
間は
ざ
ま

組ぐ
み

の
社
内
記
録
、
皇

室
関
係
者
の
残
し
た
記
述
な
ど
か
ら
、

皇
族
の
退
避
施
設
と
し
て
昭
和
16
年
に

完
成
し
た
建
造
物
の
よ
う
で
す
。

　
終
戦
と
と
も
に
防
空
壕
と
し
て
の
使

命
を
終
え
、
御
料
牧
場
の
一
角
に
あ
り

ま
し
た
が
牧
場
の
移
転
と
と
も
に
成
田

市
が
公
園
と
し
て
整
備
し
た
た
め
、
安

全
上
の
観
点
か
ら
昭
和
50
年
頃
に
出
入

口
が
封
鎖
さ
れ
ま
し
た
。
公
園
の
土
地

所
有
者
で
あ
る
国（
関
東
財
務
局
）の
台

帳
に
も
記
載
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
謎

の
施
設
で
す
。

　
両
施
設
は
、
と
も
に
地
元
の
要
望
に

よ
り
観
覧
化
に
向
け
た
整
備
が
行
わ
れ

現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

貴
賓
館
と
防
空
壕

①�施設管理をする4
人の担当者
②�貴賓館の雨戸開閉
③貴賓館の清掃
④防空壕入口の開閉
⑤�防空壕をモニター
でチェック

①②

③④⑤
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本
セ
ン
タ
ー
で
は
防
空
壕
と
貴
賓
館
だ
け

を
管
理
し
て
い
ま
す
。

　
業
務
日
は
、
年
末
年
始
と
月
曜
日
を
除

く
毎
日（
記
念
館
の
開
館
日
と
同
じ
）で
、

勤
務
時
間
は
午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時

と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
1
日
一
人
で

4
人
の
会
員
が
交
代
で
行
っ
て
い
ま
す
。

業
務
の
内
容
は
、
施
設
の
破
損
や
不
審
物

の
発
見
・
通
報
と
い
っ
た
見
回
り
業
務
と

施
設
の
管
理
で
す
が
、
歴
史
的
な
価
値
の

高
い
建
造
物
で
あ
る
た
め
作
業
に
は
細
心

の
注
意
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

明
治
建
築
の
貴
賓
館

　
こ
の
施
設
に
つ
い
て
は
、
見
回
り
や
建

物
周
辺
の
掃
き
掃
除（
写
真
③
）、
雑
草
取

り
、
ゴ
ミ
拾
い
の
ほ
か
に
、
門
扉
の
開
閉

（
午
前
9
時
に
開
け
午
後
4
時
30
分
に
閉

め
る
）、
雨
戸
の
開
閉
、
ガ
ラ
ス
戸
の
開

け
立
て
、
館
内
の
清
掃
と
い
っ
た
管
理
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
清
掃
は
週
一
回
。
畳
や
床
に
掃
除
機
を
か

け
た
り
板
の
間
や
洋
間
の
拭
き
掃
除
を
し
た

り
し
て
い
ま
す
。
窓
も
拭
き
ま
す
が
貴
賓
館

は
明
治
時
代
に
建
て
ら
れ
た
も
の
で
、
今
で

は
製
造
さ
れ
て
い
な
い
ガ
ラ
ス
が
使
わ
れ
て

い
る
た
め
特
に
気
を
付
け
て
い
ま
す
。

　

ま
た
建
物
そ
の
も
の
が
皇
族
仕
様
と

な
っ
て
い
る
た
め
一
般
家
庭
に
は
無
い
よ

う
な
造
り
の
も
の
も
随
所
に
見
ら
れ
、
雨

戸
一
つ
と
っ
て
も
慣
れ
な
い
と
開
け
閉
め

す
る
の
に
一
苦
労
し
ま
す
。
戸
を
滑
ら
す

部
分
が
途
中
で
直
角
に
曲
が
っ
て
い
る
構

造
に
な
っ
て
い
る
た
め
、
会
員
は
コ
ー

ナ
ー
で
雨
戸
を
90
度
回
転
さ
せ
て
開
け
た

り
閉
め
た
り
し
て
い
ま
す
。（
写
真
②
）

　
廊
下
の
ガ
ラ
ス
戸
は
、
ほ
こ
り
が
入
ら

ぬ
よ
う
風
の
な
い
日
に
開
閉
し
ま
す
が
、

そ
れ
で
も
春
先
は
強
風
に
よ
る
土
ぼ
こ
り

が
ひ
ど
く
清
掃
に
は
特
に
力
を
入
れ
て
い

ま
す
。

謎
の
防
空
壕

　
現
在
は
出
入
り
口
部
分
に
管
理
用
建
屋

を
設
け
、
一
般
の
人
が
内
部
を
見
学
で
き

る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
通
常
は
施
錠

（
写
真
④
）し
て
あ
り
ま
す
が
、
見
学
者
が

来
た
時
に
シ
ル
バ
ー
会
員
が
開
閉
を
行
う

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
観
覧
中
の
事
故
を
防
ぐ
た
め
、
記
念
館

（
資
料
館
）に
防
空
壕
内
部
を
映
し
出
す
モ

ニ
タ
ー
画
面（
写
真
⑤
）が
あ
り
、
こ
れ
を

チ
ェ
ッ
ク
す
る
の
も
会
員
の
役
目
で
す
。

　
近
年
は
全
国
各
地
に
残
る
戦
時
中
の
遺

構
に
興
味
を
持
つ
人
も
多
く
、
こ
の
防
空

壕
に
つ
い
て
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
を

見
て
訪
れ
る
人
も
い
る
よ
う
で
す
。

見
学
者
案
内
も

　
市
の
管
理
業
務
内
容
に
は
明
記
さ
れ
て

は
い
ま
せ
ん
が
、「
来
場
者
に
対
す
る
適

切
な
対
応
」
と
い
う
こ
と
で
シ
ル
バ
ー
会

員
が
実
施
し
て
い
る
の
が
見
学
者
に
対
す

る
施
設
案
内
で
す
。
見
る
人
の
立
場
に

立
っ
た
発
想
か
ら
会
員
が
独
自
に
始
め
た

も
の
で
、
御
料
牧
場
や
貴
賓
館
な
ど
の
歴

史
に
つ
い
て
自
ら
勉
強
し
て
見
学
案
内
に

努
め
て
い
ま
す
。

　
特
に
貴
賓
館
に
つ
い
て
は
、
通
常
は
建

物
の
外
か
ら
内
部
を
見
る
だ
け
と
な
っ
て

い
ま
す
が
、
会
員
が
中
の
構
造
や
調
度
品

な
ど
に
つ
い
て
の
解
説
も
行
う
た
め
、
見

学
者
に
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

　
三
里
塚
記
念
公
園
に
興
味
を
持
た
れ
た

方
は
是
非
一
度
ご
来
場
く
だ
さ
い
。
シ
ル

バ
ー
会
員
が
親
切
丁
寧
に
施
設
の
中
を
ご

案
内
し
ま
す
。

　シルバー会員の皆さんには平成23年から貴賓館と防
空壕の管理をお願いしています。それまでは地元の愛
護会の皆さんに貴賓館の戸の開け閉めなどをお願いし
ていましたが、会員の高齢化もあり、防空壕の観覧開
始に合わせシルバー人材センターさんにお任せしよう
ということになりました。
　会員の皆さんには市民目線での管理をしていただい
て本当に助かっています。特に施設案内は見学者から
大変好評で公園のイメージアップにもなっています。
これからもシルバー会員の豊富な社会経験を生かした
きめ細かな対応に期待しています。

成田市公園緑地課

藤
ふじ

田
た

 多
た

牧
まき

 主査

「施設案内が
大変好評です」

記念館前広場

新山荘輔銅像

ダービー馬の碑

高村光太郎文学碑

正門

貴賓館

防空壕

水野葉舟文学碑

多目的トイレ

第2駐車場

三里塚御料牧場
記念館

サクラ広場

芝
山
は
に
わ
道

第1駐車場
（大型車可）

マロニエ並木

獣医学実地教育発祥の碑

◦
公
園
見
取
図
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公
益
社
団
法
人
成
田
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

令
和
元
年
度
定
時
総
会
を
開
催

　

元
号
が
「
令
和
」
に
変
わ
り
、
初
め
て

の
定
時
総
会
が
、
６
月
17
日
、
午
後
２
時

よ
り
成
田
市
保
健
福
祉
館
多
目
的
ホ
ー
ル

に
お
い
て
小
泉
一
成
成
田
市
長
、
水
上
幸

彦
成
田
市
議
会
副
議
長
、
谷
平
稔
成
田
市

高
齢
者
ク
ラ
ブ
連
合
会
長
、
木
下
敬
福
祉

部
長
を
来
賓
に
迎
え
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

主
催
者
と
し
て
最
初
に
挨
拶
に
立
っ
た

下
村
精
哉
理
事
長
は
、
セ
ン
タ
ー
の
現
状
、

課
題
に
対
す
る
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
述
べ
る
と
と
も
に
、「
生
涯
現
役
社
会
を

実
現
す
る
た
め
に
は
シ
ル
バ
ー
事
業
の
果

た
す
役
割
は
大
き
い
も
の
と
痛
感
し
て
い

る
。
会
員
、
役
職
員
が
協
力
し
、
自
主
・

自
立
・
共
働
・
共
助
の
基
本
理
念
を
念
頭

に
地
域
に
密
着
し
た
セ
ン
タ
ー
に
な
る
よ

う
努
力
し
て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

と
参
加
者
に
訴
え
ま
し
た
。

　

続
い
て
来
賓
と
し
て
登
壇
し
た
小
泉
成

田
市
長
か
ら
は
市
政
運
営
の
協
力
に
対
す

る
感
謝
の
言
葉
に
続
き
高
齢
者
の
就
業
意

欲
の
現
状
や
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の

重
要
性
な
ど
に
触
れ
る
と
と
も
に
、
成
田

市
に
根
付
い
た
幅
広
い
活
動
に
期
待
す
る

旨
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
同
じ

く
来
賓
と
し
て
臨
席
し
た
水
上
成
田
市
議

会
副
議
長
か
ら
は
社
会
福
祉
の
向
上
に
向

け
た
取
り
組
み
に
対
す
る
支
援
と
協
力
を

求
め
る
旨
の
挨
拶
が
続
き
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
、
定
款
第
16
条
の
規
定
に
よ

り
下
村
理
事
長
が
議
長
に
選
出
さ
れ
、
事

務
局
に
よ
る
定
足
数
の
報
告（
議
決
権
所

有
会
員
数
4
9
8
名
、
出
席
会
員
数
92
名
、

委
任
状
・
議
決
権
行
使
書
提
出
会
員
数

3
2
1
名
）、
定
足
数
充
足
及
び
議
事
録
署

名
人
の
確
認
を
行
い
、
開
会
が
宣
言
さ
れ

ま
し
た
。

　

総
会
の
議
事
と
し
て
は
報
告
事
項
が
４

件
、
決
議
事
項
が
３
件
で
、
そ
れ
ぞ
れ
事

務
局
よ
り
説
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

上
程
さ
れ
た
報
告
お
よ
び
決
議
事
項
は

次
の
通
り
で
す
。

報
告
事
項

１
．
平
成
30
年
度
収
支
補
正
予
算
の
件

２
．
平
成
30
年
度
事
業
報
告
の
件

３
．
令
和
元
年
度
事
業
計
画
の
件

４
．
令
和
元
年
度
収
支
予
算
書
等
の
件

決
議
事
項

○
議
案
第
１
号　

　

�

平
成
30
年
度
貸
借
対
照
表
、
損
益
計
算

書（
正
味
財
産
増
減
計
算
書
）及
び
財
産

目
録
承
認
の
件　
（
監
査
報
告
）

○
議
案
第
２
号

　
理
事
１
名
選
任
の
件

○
議
案
第
３
号

　

�

公
益
社
団
法
人
成
田
市
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
役
員
の
報
酬
等
及
び
費
用
に

関
す
る
規
定
の
一
部
改
正
の
件

　

遅
滞
未
収
金
に
つ
い
て
の
質
問
が
あ
り

ま
し
た
が
、
特
に
問
題
と
な
る
よ
う
な
こ

と
も
な
く
、
提
出
さ
れ
た
３
議
案
は
出
席

会
員
多
数
の
賛
成
に
よ
り
す
べ
て
原
案
の

と
お
り
可
決
さ
れ
、
令
和
元
年
度
総
会
は

無
事
終
了
し
ま
し
た
。

※
昨
年
理
事
が
１
名
辞
任
し
た
た
め
、
選

任
に
関
す
る
議
案
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
任
期
は
残
任
期
間
の
令
和
２
年

定
時
総
会
終
結
の
時
ま
で
で
す
。

常
務
理
事
に
山
下
昌
起
氏　

総
会
後
に

開
催
さ
れ
た

臨
時
理
事
会

に
お
い
て
、
新

し
く
理
事
と

な
っ
た
山
下

昌
起
氏
が
常
務
理
事
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
氏
は
セ
ン
タ
ー
事
務
局
長
も
兼
任

す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

下村理事長

お
知
ら
せ

　
本
セ
ン
タ
ー
の
下
村
精
哉
理
事
長

（
千
葉
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

連
合
会
会
長
）は
、
今
年
６
月
に
行

わ
れ
た
全
国
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
事
業
協
会
定
時
総
会
に
お
い
て

同
協
会
理
事
に
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
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会
員
の
声

「
好
奇
心
の
か
た
ま
り
」

飯
田
幸
子
さ
ん（
成
井
）

お
し
ゃ
べ
り
な
ど
の
楽
し
み
も
あ
り
ま
す

が
、
作
業
を
終
え
た
後
に
お
客
様
に
喜
ん

で
い
た
だ
い
た
時
の
満
足
感
を
味
わ
う
と

「
こ
れ
か
ら
も
頑
張
ろ
う
」
と
い
う
気
持

ち
が
湧
い
て
き
ま
す
。

　
就
業
の
な
い
時
や
冬
場
の
就
業
が
少
な

い
時
は
、
図
書
館
に
行
き
ノ
ン
フ
ィ
ク

シ
ョ
ン
や
歴
史
物
の
本
を
借
り
て
読
ん
で

い
ま
す
。
読
書
は
心
が
落
ち
着
い
て
い
い

で
す
ね
。
他
に
も
興
味
を
持
っ
て
い
る
こ

と
は
た
く
さ
ん
あ
っ
て
、
歌
舞
伎
や
相
撲

を
見
に
行
っ
た
り
、
旅
行
に
行
っ
た
り
し

て
い
ま
す
。
様
々
な
こ
と
を
し
て
い
る
わ

た
し
を
見
た
友
人
か
ら
「
好
奇
心
の
か
た

ま
り
だ
ね
」
と
言
わ
れ
た
こ
と
も
。
こ

れ
か
ら
も
シ
ル
バ
ー
の
仕
事
を
し
な
が
ら
、

た
く
さ
ん
の
こ
と
に
挑
戦
し
て
行
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
わ
た
し
は
シ
ル
バ
ー
に
入
会
し
て
13
年

が
経
ち
ま
し
た
。
前
の
仕
事
を
退
職
し
、

特
に
何
も
す
る
こ
と
が
な
か
っ
た
の
で
シ

ル
バ
ー
に
入
っ
て
何
か
仕
事
が
あ
れ
ば
い

い
な
と
思
い
入
会
し
ま
し
た
。

　
会
員
に
な
っ
て
し
ば
ら
く
す
る
と
、
草

取
り
の
仕
事
が
ポ
ツ
リ
ポ
ツ
リ
と
入
っ
て

く
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
今
ま
で
は
家

の
草
取
り
を
す
る
程
度
で
し
た
が
、
仕
事

で
や
る
と
な
る
と
い
ろ
い
ろ
な
種
類
の
鎌

の
使
い
方
や
、
そ
の
鎌
の
研
ぎ
方
な
ど
勉

強
す
る
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
驚
き
ま
し

た
。
今
で
は
ど
の
よ
う
に
取
っ
て
行
け
ば

効
率
よ
く
で
き
る
か
な
ど
を
考
え
な
が
ら

作
業
を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
最
近
の
夏

の
暑
さ
は
と
て
も
厳
し
く
、
こ
ま
め
に
水

分
・
塩
分
補
給
を
し
て
熱
中
症
に
な
ら
な

い
よ
う
に
気
を
つ
け
て
い
ま
す
。
休
憩
時

間
で
の
お
客
様
や
一
緒
に
働
く
仲
間
と
の

パーク
ゴルフ
愛
好
会

　
皆
さ
ん
は
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
を
ご
存
知
で

す
か
。
公
園
で
幅
広
い
年
代
の
人
が
で
き

る
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
、
1
9
8
3
年
に
北

海
道
幕
別
町
で
生
ま
れ
ま
し
た
。
芝
で
お

お
わ
れ
た
コ
ー
ス
で
、
ク
ラ
ブ
で
ボ
ー
ル

を
打
ち
、
カ
ッ
プ
イ
ン
す
る
ま
で
の
打
数

を
競
い
合
い
な
が
ら
楽
し
く
遊
べ
る
ス

ポ
ー
ツ
で
す
。

　
こ
の
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
を
通
し
て
会
員
同

士
の
親
睦
を
深
め
よ
う
と
、
平
成
28
年
10

月
に
足
立
正
明
会
員
を
会
長
に
、
シ
ル

バ
ー
会
員
32
名
に
よ
り
設
立
さ
れ
た
の
が

今
回
ご
紹
介
す
る
「
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
愛
好

会
」
で
す
。

　
会
の
主
な
活
動
は
、
市
内
の
久
住
パ
ー

ク
ゴ
ル
フ
場
と
十
余
三
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

で
行
う
月
に
４
回
の
練
習
会
と
、
年
間
３

〜
４
回
程
度
の
大
会
開
催
だ
そ
う
で
す
。

ま
た
、
シ
ル
バ
ー
祭
り
の
「
パ
ー
ク
ゴ
ル

フ
大
会
」
で
は
、
参
加
者
の
募
集
や
当
日

の
大
会
運
営
の
補
助
も
行
い
、
セ
ン
タ
ー

活
動
を
支
援
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

　
練
習
会
に
は
、
日
本
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
協

会
公
認
指

導
員
の
足

立
会
長
が

毎
回
参
加

し
一
緒
に

プ
レ
ー
や
技
術
指
導
を
し
て
い
る
そ
う
で

す
か
ら
、
こ
れ
か
ら
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
を
始

め
た
い
と
思
っ
て
い
る
方
は
是
非
一
度
体

験
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　
大
会
は
こ
れ
ま
で
に
十
余
三
と
久
住
両

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
で
、
合
わ
せ
て
14
回
ほ

ど
開
催
。
シ
ル
バ
ー
事
業
に
協
賛
す
る
方

な
ら
誰
で
も
出
ら
れ
、
参
加
者
全
員
に
和

菓
子
や
お
米
の
賞
品
を
用
意
す
る
た
め
、

今
で
は
「
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
大

会
」
と
し
て
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
愛
好
家
に
大

変
喜
ば
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　
足
立
会
長
に
よ
る
と
、
愛
好
会
の
大
会

に
は
毎
回
多
く
の
シ
ル
バ
ー
会
員
以
外
の

人
が
参
加
す
る
た
め
、
最
近
は
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
の
Ｐ
Ｒ
と
し
て
も
や
り
が

い
を
感
じ
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

足立正明会長

草取りの七つ道具

サ
ー
ク
ル
紹
介

多くの人が参加する主催大会(久住P.G場で)
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特
集
の
取
材
で
久
し
ぶ
り
に
三
里
塚
記
念
公
園
に
行
っ

て
き
ま
し
た
。
以
前
は
仕
事
の
関
係
で
よ
く
訪
れ
て
い
ま

し
た
が
、
最
近
は
前
の
道
路
を
車
で
通
過
す
る
程
度
。
早

目
に
着
い
た
の
で
会
員
に
会
う
前
に
公
園
を
一
巡
り
し
よ

う
と
正
門
に
。
い
つ
も
な
が
ら
、
こ
こ
か
ら
見
る
ト
チ
ノ

キ
の
並
木
に
は
圧
倒
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
特
に
そ
の
幹

の
太
さ
や
樹
高
に
驚
か
さ
れ
ま
す
が
、
意
外
と
知
ら
れ
て

い
な
い
の
が
初
夏
に
咲
く
白
い
大
き
な
花
。
咲
い
て
い
る

場
所
が
高
す
ぎ
て
目
に
入
ら
な
い
せ
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

そ
ん
な
木
々
に
包
ま
れ
た
貴
賓
館
や
資
料
館
の
景
観
も
素

晴
ら
し
い
も
の
で
す
。
こ
の
時
の
取
材
に
つ
い
て
は
本
文

の
と
お
り
で
す
が
、
百
聞
は
一
見
に
如
か
ず
、
や
は
り
現

地
に
行
か
れ
る
の
が
一
番
だ
と
思
い
ま
す
。

　20代の頃から盆栽が好きで、サツキブームの時
には夢中になっていましたが、仕事柄、水やりが大
変で枯らしてしまうこともありました。そこで、水
やりが少なくてすむ春蘭ならどうかと、友人の伯父
さんで多くの品種を登録していることで有名だった
中島五郎さんを訪ねたのが栽培を始めたきっかけで

す。その時、色々
な花や葉に柄が
入った蘭を見せ
てもらったので
すが、それが全
部山で採れたも
のだと聞いて驚
きました。その

後、中島さんから3品種の春蘭をい
ただきました。当時(35年くらい前)
はとても高価で、自分の給料では
なかなか買うことができませんで
したからとても嬉しかったですね。
　中島さんは訪ねるたびに植え替
えなどを教えてくれ、時にはその春蘭を持たせてく
れることもありました。それからはどんどん春蘭の
魅力にはまり、山採りにも行き始めました。
　今ではたくさんの種類の春蘭を800鉢ほど栽培、
その名のとおり春になるとさまざまな形の花が咲き
ます。毎年植え替えをして大事に育てた春蘭を展示
会に出品し、多くの人にその魅力を伝えたいと思い
ます。

編
集
後
記

事業実施状況報告
会員数は微減、契約金額はほぼ横ばい事業実績報告 平成29年度 平成30年度

会員数
男 392人 372人
女 104人 97人
合計 496人 469人

就業実人員 481人 458人
就　�業　�率 97.0% 97.7%

受託件数

公共機関 559件 548件
民間企業 888件 866件
一般家庭 2,018件 1,988件
合計 3,465件 3,402件

契約金額 232,668千円 235,464千円

　平成29年度と比較すると会員数は全体で27名
の減となりました。会員の高齢化も進んでいるこ
ともあり、退会理由は病気や加齢が全体の44％
でした。また、女性会員も100人を割ってしまい
女性会員の拡大が課題となっています。
　契約金額は単価の上昇により、受託件数は減っ
たものの2,795,365円の増になりました。
　梅雨明けからお盆にかけては除草作業や植木の
剪定の受注が非常に多く、1〜2カ月待ちの状態
が続きました。

植え替え後の春蘭

8

成田市シルバー人材センターS  LVER2019年（令和元年）８月１日発行


